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Media Use of Primary School Students under COVID-19: 







As many schools across Japan have been abruptly closed since March 2020 due to the COVID-19 epidemic, 
we thought it was necessary to investigate how children across the country were spending their time under these 
circumstances. This paper provides an overview of the situation of children's Internet use and the concerns of 
their parents during the period of school recess, and discusses the social attributes that tend to be associated with 













2016, 2017, 2018a, 2018b, 2019, 2020），長時間のメディア使用がさまざまなリスクを孕むことは多くの
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論者が指摘している点でもある（阿部, 2017; Alter, 2017=2019; 樋口 2013a, 2013b, 2014, 2017, 2018, 




調査期間は 2020年 5月 1日～7日，対象者は全国の 1,300名，実施は楽天インサイト株式会社に依




表 1. 対象児童の学年と性別 
  小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 計 
男子 140 111 133 104 73 84 645 
女子 131 118 129 94 93 90 655 
計 271 229 262 198 166 174 1,300 
 
回答者（保護者）の性別は男性 797名，女性 503名，年齢は 20代 9名，30代 361名，40代 778名，

















 コロナ禍における小学生のメディア利用 3 
 
（n=1300） 









護者の回答を図 2に示す。これによると「増えていない」という回答は 16.8％で，残りの 8割以上は
「増えた」ことになる。18.1％が「とても増えた」と回答している。 
（n=1300） 
図 2. 休校期間中の子どものメディア接触 
（n=1300） 
図 3. 休校期間中に新たに使い始めたメディア機器（複数回答） 

















図 4. 休校期間中の日中の過ごし方 
 
（n=1300） 
図 5. 休校期間中の子どもの学習（複数回答） 



















図 6. 目的別メディア利用時間 
 







のである。これによると，一番多かったのは「朝起きられない」（よくある 19.3％，ときどき 27.8％） 








図 8 休校期間中の健康状態 




示す。運動不足が 75.4％，学習の遅れが 74.7％，以下，ストレスや精神面の悪化が 53.0％，生活習慣
の乱れ 51.4％，コロナウイルスへの感染 38.0％，ネット依存，ゲーム依存が 37.4％，と続いている。 
（n=1300） 








2. 2. の図 6で示した通り，娯楽のためのゲームや動画，テレビの視聴は長時間になりがちであり，
























れぞれ a）性別，b）学年，c）居住地の 3種類のクロス表ができるので，表 2に示すように計 9枚の
クロス表を作成したところ，χ2検定で有意な差が検出されたのは，（2-c）オンライン学習の時間／居
住地，（3-a）オンライン娯楽の時間／性別，（3-b）オンライン娯楽の時間／学年の 3枚のみであった。 
表 2. 長時間利用と属性のクロス表 
 
（1）メディア接触の増加 （2）オンライン学習 （3）オンライン娯楽 
a）性別 n. s. n. s. * 
b）学年 n. s. n. s. ** 

















図 10 オンライン学習の時間（居住地別）** 
 
 
図 11. オンライン娯楽の時間（性別）* 
 
 
図 12. オンライン娯楽（学年別）** 
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2. 2. の図 5で示したとおり，「休校期間以前から塾や通信教育などの民間のオンライン学習指導を
受けていた」か，あるいは，「今回新たに民間のオンライン学習を始めた」かを尋ねているが，居住地
別のデータをみると「以前から利用していた」という回答は，3 大都市圏で 13.3％であるのに対しそ














図 13. 休校中の日中の過ごし方（回答者性別） 
 











図 14 休校期間中の健康状態（回答者の性別〔上段が男性（n=797），下段が女性（n=503）〕） 













図 15. 困っていること・心配なこと（回答者性別） 
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広島県 9.8％，大阪府 9.3％，和歌山県 9.0％，兵庫県 8.3％である。われわれの分類した「3 大都市
圏」には入っていない高知県や奈良県は私立中学への進学率が高いため中学受験が盛んであると思
われるが，われわれのデータでは高知県は 5人，奈良県は 8人とサンプルが少なかった。 
（9）「今回，学校で新たにオンライン指導が開始された」という項目でも居住地の差が検出されてお
り，3大都市圏では 12.1％，それ以外では 8.1％であった（5％水準で有意）が，「以前から，学校よ
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